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〜2年目の実践と変化〜

少しずつ歩み続けた
ノーリフティングケア

令和５年度 福岡県ノーリフティングケア普及促進事業
実践報告 取り組み1年目の課題

●コロナ禍でも継続して活動出来る手法の検討

●ノーリフティングケアの視点をケアプランに取り入れる
（全利⽤者）

●研修計画、教育の継続性

●情報発信、普及活動

コロナ禍でも継続して活動出来る手法の検討

� 各階にリンクスタッフを増員
各階にリンクスタッフを1名ずつ増員。
それにより、通常業務内や有事の際でも
技術指導が可能になった。

� マニュアル作成
写真を添付し、手順が分かりやすいよう
にした。
また、ＱＲコードを読み込むと動画で確認
できるようにすることで、
委員会メンバーがいなくてもわからない
ところを確認できるようになった。

ノーリフティングケアの視点をケアプランに取
り入れる

� 福祉⽤具管理表を作成し、福祉⽤具の種類・数の
把握を⾏い、ケアプランへ反映している。

� 職員全員がそれぞれの利⽤者様にあった適切な福祉⽤具を使⽤
できるようにアセスメントし、ケアプランに反映させた。半年
に１回、⾒直しを⾏う。



研修計画、教育の継続性
� 新職員教育計画を作成

教育計画を作成することで、今後の教育をス
ムーズに進めていくことができるようになった

� 技術研修の実施
昨年の反省を踏まえ、全職員が確実に終了でき
るように技術研修後に技術チェックまで⾏い、
不合格者には再度⽇程を調整し、全員合格して
から次のステップへ進むようにしている。

� 福祉⽤具の設置
入浴、排泄介助場面でのノーリフティング
ケアの導入、浴室⽤のスライディングボー
ドを設置し活⽤している。

研修計画、教育の継続性
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＊腰痛調査は年２回実施。（6月・12月）
＊ノーリフティング導入時と比べると、「常に腰痛あり」の職員が１９％減少している。

�腰痛アンケートの比較

今まで⽤紙に記入していた「腰痛アンケー
ト」をグーグルフォームで回答出来るよう
に調査票作成。また、新たに「健康調査
票」を作成した。次年度より、移⾏してい
く。

腰痛分類表を作成し、重度の腰痛保持者
には分類表をもとに対象者に面談・指導
を実施。

�腰痛の分類と腰痛アンケート表

研修計画、教育の継続性

《１年目》
既存のヒヤリハット簡易シートへの記入は職員全体に
定着していた。そのため、同じファイルに設置し呼び
かけを⾏ったものの、腰痛ヒヤリハットの報告件数が
思うように上がってこなかった。

《２年目》

各部署、毎⽇実施しているワンポイントタイ
ムの際に些細な事でも良いので腰痛ヒヤリ
ハットを１⽇１件、挙げてもらうように変
更。
更に様式も⾒直し、例題を挙げることによっ
て出してもらいやすくなった。

研修計画、教育の継続性
�腰痛ヒヤリハット抽出の改善



ヒヤリハット
2021年度 13件

事故※※※※1

2021年度 16件

※※※※1 転倒・転落（ずり落ち含む）・打撲・⽪下出⾎・⽪膚剥離

その結果・・・・

2023年度 161件 2023年度 7件

�ヒヤリハット書式変更後

研修計画、教育の継続性

�ピクトグラム作成
○各利⽤者様が使⽤する福祉⽤具（⾞椅⼦
の形態、移乗手段等）が、誰でも把握で
きるようにピクトグラムを作成中。
現在、試作品を配置し職員からの意⾒を
集めている。

情報発信、普及活動

以前は、ラジオ体操をする⼈は１割もいなかっ
た。現在、⽇によって違いはあるが、７〜８割の
職員が⾏うようになっている。

○もともと流していた、２回/⽇のラジオ体操（就業前と
午後の業務開始前）活⽤。インカム、全館放送にて
呼びかけ。

○施設⻑を巻き込み、昼礼時に声掛けをして頂くととも
に、
委員会メンバーが率先して取り組んだ。

○ラジオ体操のポスターを作成。職員の目に留まるように
掲示板と職員ロッカーのドアに掲示した。

�腰痛予防体操の定着に向けて

2年目の成果

� 腰痛予防対策として取り組んだラジオ体操が定着してき
た。

� 計画的に⾏った職員への技術伝達研修は、着実に習得され
ており、⽇々のケアで少しずつ活かされている。

� 福祉⽤具を活⽤するようになってきている。

� 職員間でノーリフティングケア視点での会話が増えてきて
いる（定着してきている）。

３年目に向けての課題
� 施設内ラウンドの実施

毎月第３⾦曜⽇にラウンドを⾏い、リスクのある箇所をピッ
クアップしている。低減策の検討はできているが、実⾏ま
ではできていない。

� 同系列の施設との技術評価や介助⽅法の統⼀化

� 今ある福祉⽤具の有効活⽤と新たな導入に向けてデモを活
⽤、検討していく。

� 委員会活動の充実とノーリフティングケアが定着していく
ように、委員会メンバーやリンクスタッフの増員を検討。


